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笑顔で元気な大川内っ子大活躍！ 
 １１月２日、伊万里市民図書館ホールで伊万里市話し方大会があり

ました。本校からも６年生の内山泰佑さんが出場し、「僕の防災リュ

ック」という演題で意見発表をしてくれました。大勢の前で発表する

のはとても緊張したと思いますが、自分の意見を堂々と話すことがで

き、「社会福祉協議会賞」を受賞しました。元気まつりでも、会場の

みなさんの方をしっかり見て、堂々と話す

ことができていました。素晴らしかったで

す。ご指導いただいた子どもクラブの山口

美奈子様、ありがとうございました。 

 また、元気まつりでは、４年生が青螺太

鼓を、４～６年生がソーランを披露しまし

た。子どもたちの元気な姿を地域の皆様に

見て頂くことができてよかったです。 

オペラシアター鑑賞会  

１１月１８日、こんにゃく座によるオペラシアター『森は生き

ている』を鑑賞しました。体育館半分を使った大掛かりな舞台で

見ごたえのあるものでした。オペラ歌手の力強い歌声や表現力、

ピアノ奏者のシーンを彩る見事な演奏、くるくる変わるセットの

変化などにより、物語が展開されていきました。子どもたちは、その魅力的な物語の世界

観に引き込まれ、楽しく鑑賞することができました。物語の後半には、一緒に歌ったり踊

ったりする場面もあり、演劇を一緒につくり上げる楽しさも味わうことができたようです。 

伊万里特別支援学校との交流 
本校は毎年、伊万里特別支援学校と学年ごとに交流をしています。メッセージカードを

交換したり、直接出かけたりお迎えしたりして交流を深めています。学年が上がるにつれ

て交流も深まり、特別支援学校のお友達がどんなことに困り感をもっているのか、どんな

ことをしたら楽しんでもらえるのか、相手のことをよく考えて、交流の計画を立てること

ができているようです。交流会当日には、どの学年も相手を思いやる姿がたくさん見られ

ました。温かな言葉が飛び交い、喜んでもらいたい、楽しんでもらいたいという気持ちに

あふれたすてきな時間となりました。 



地域の皆様 

ありがとうございます！ 
 運動場にある相撲場の屋根が倒壊の危険

にあるということで、夏に撤去されました。

撤去が決まった時に、この相撲場は、地域の

皆様のご寄付で作られたものだという話を

伺いました。解体の際に、梁の状態がよかっ

たのでベンチにして残せ

ないかと相談したところ、

吉田の（株）ワイズプラン

原祐二社長様が、素敵なベ

ンチを作ってくださいま

した。温かいご支援に感謝

いたします。 

 また、黒髪洋輔様を中心にＪＡ青年部の皆

様が、プール周りの生い茂った草を刈り取っ

てくださいました。刈った草は、体育館裏に

置いたままになっていた草と一緒に搬出し

てくださいました。お陰で運動場西側がすっ

きりときれいになりました。ありがとうござ

いました。 

命の学習会 

 江向容子様（市村）に、５・６年生を対象

に『大切なあなたへ～「生きる」ということ

～』という演題でお話をしていただきまし

た。助産師として命と向き合う仕事をされて

いらっしゃる江向様の一言一言は子どもた

ちの心にとても響きました。「命はかけがえ

のない大切なもの、人の気持ちを大切にする

言葉を使ったり行動したりして心をきれい

にして生活してほしい。」と話してください

ました。とても

大事なことを

学ぶことがで

きました。江向

様、ありがとう

ございました。 

 


